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研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名   金沢医科大学            ２ 大学名   金沢医科大学        

 

３ 研究組織名   金沢医科大学 医学部                          

 

４ プロジェクト所在地  石川県河北郡内灘町大学 1 丁目 1 番地              

 

５ 研究プロジェクト名  高齢化の進む過疎地域におけるライフ・イノベーション創出   

 

    研究テーマ(１) へき地高齢化社会における心の健康医療システム構築に関する研究 

                                                                  (臨床研究) 

    研究テーマ(２) 発生工学的手法による認知症・うつ病モデルマウス群の網羅的開発 

                                                  (基礎研究) 

 

６ 研究観点    研究拠点を形成する研究                      

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

川﨑 康弘 精神神経科学・教授 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  50 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

川﨑 康弘 精神神経科学・教授 
へき地高齢化社会における認知

症とうつ病医療システム構築 

へき地の高齢者における認

知症とうつ病の治療システム

や予防法の確立 

神田 享勉 地域医療学・教授 
へき地高齢化社会におけるスト

レス関連身体疾患に関する研究 

へき地の高齢者におけるスト

レス関連疾患の治療システム

や予防法の確立 

森本 茂人 高齢医学・教授 
へき地高齢化社会における心の

健康推進活動に関する研究 

へき地の高齢者における心

の健康の知識普及に関する

活動 

三輪 高喜 耳鼻咽喉科学・教授 
嗅覚機能検査による認知症とう

つ病診断に関する研究 

嗅覚機能評価を認知症とうつ

病の発症前診断に応用する

研究 

北 村 修 法医学・教授 
へき地社会における心の危機状

態に関する研究 

へき地における心の危機的

状態に関する調査の計画・実

行・評価 

石﨑 昌夫 衛生学・教授 

へき地高齢化社会における高齢

者の心の健康調査に関する研

究 

へき地における高齢者の心

の健康個別調査の計画・実

行・評価 
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岩淵 邦芳 生化学 Ｉ ・教授 

うつ病モデルマウスにおいて疾

患発症に神経細胞のＤＮＡ損傷

が関与するか 

モデルマウスでの神経細胞

死におけるＤＮＡ損傷の意義

の解明 

加藤 伸郎 生理学Ⅰ・教授 
うつ病増悪因子としての認知障

害の検討 

アルツハイマー病モデルマウ

スへのうつ導入効果の解析 

八田 稔久  解剖学Ⅰ・教授 

発生工学的手法を用いた精神

疾患素因を有するモデル動物

の作製 

形態学的特徴の鮮明なモデ

ル動物群の確立と解析 

米倉 秀人 生化学Ⅱ・教授 

精神疾患モデル動物における

血管関連因子およびＲＡＧＥの

関与の解明 

精神疾患モデル動物におけ

る血管関連因子・ＲＡＧＥの役

割の解明 

村 木  靖 微生物学・特任教授 

うつ病や認知症の増悪因子とし

てのインフルエンザウイルス感染

の解析 

インフルエンザウイルス感染

マウスに発現したウイルス蛋

白および宿主蛋白の解析 

石垣 靖人 
総合医学研究所 

・教授 

網羅的遺伝子解析手法による

疾患マーカー探索 

モデルマウスでの遺伝子発

現量を網羅的な解析手法で

検索する 

（共同研究機関等）    

    

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

  
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

うつ病や認知症の増悪因子

としてのインフルエンザウイ

ルス感染の解析 

金沢医科大学・ 

医学部・微生物学・ 

特任教授 

村木 靖 

インフルエンザウイルス感染

マウスに発現したウイルス蛋

白および宿主蛋白の解析 

（変更の時期：平成 27 年 ３月 ３１日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

金沢医科大学・ 

一般教育機構・生物学・ 

准教授 

金沢医科大学・ 

一般教育機構・生物学・ 

教授 

東海林 博樹 

母体へのインフルエンザウイ

ルス感染後の胎児での遺伝

子発現の解析 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

へき地社会における心の危

機状態に関する研究 

金沢医科大学・ 

医学部・法医学・教

授 

北 村 修 

へき地における心の危機的

状態に関する調査の計画・実

行・評価 

（変更の時期：平成２７年 ３月３１日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

   

 

 

 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

平成２３年７月に厚生労働省は地域医療の基本方針となる医療計画として５大疾患（がん、脳卒中、心臓病、

糖尿病、精神疾患）と５事業（救急、災害、へき地、周産期、小児）を指定した。精神疾患が追加された理由とし

て、３２３万人という患者数が糖尿病の２３７万人を大きく上回り、がんの１５２万人の２倍にのぼること、年間３万人

を超える自殺者の９割は精神疾患に罹患していた可能性が指摘されていること、高齢化に伴う認知症と社会状

況の深刻化によるうつ病の患者数増加が今後もつづくことが予想され、国民に広く関わる疾患として重点的な対

策が必要と判断されたことがあげられる。特に問題とされているのは６０歳以上の高齢者に自殺者が多いことであ

る。日本の高齢者の自殺率は諸外国と比較しても高く、さらに女性の比率が他の年代よりも高いこと、若年者に

比べて既遂（すでに、なし終えていること）となる割合が非常に高いこと、都市部に比べて農村部で高いことなど

がわかっている。高齢者の自殺の背景には、健康問題という持続的な身体苦痛、対人亣流や生活環境の不良、

診療を避ける傾向などが認知症やうつ病の発症リスクとなり、発見の遅れが重篤化や不幸な転帰につながってい

るという事実がある。研究チームの森本・神田らは、過疎地高齢者の生活機能低下の発現にうつ状態の存在が

大きく関与していることを明らかにしている。 

認知症の初期段階にはうつ病と区別しがたいアパシーと呼ばれる活動性低下がみられることが多い。うつ病で

は興味・意欲減退による活動性低下が仮性認知症と呼ばれ、高齢者ではうつ病とアパシーの鑑別が困難であ

り、また二つの病態が混在する場合もしばしば生じる。認知症とうつ病では治療や介入法が根本的に異なるた

め、早期の正確な診断と状態評価が医療や福祉による適切な介入のために不可欠である。本プロジェクトの臨

床研究では、認知症とうつ病という二つの病態の亣互作用と、疾病自体の問題と患者に生じる心理・社会的問題

の相互作用について過疎地高齢者における実態を調査・把握し、それに基づいて個々の病態に応じた革新的

な予防・治療法を開発することを試みる。また基礎研究においては、うつ病、認知症モデルマウスに対する革新

的な治療法の開発を進めてきた加藤、発生工学的手法による胎生期での遺伝子欠損法を用いて、知と心の疾

患スペクトラムの種々の側面を示す疾患モデル動物群の作製法の開発を進めてきた米倉と八田、さらにこれらの

疾患に共通する最も重要な細胞生理学的イベントである細胞死を制御するメカニズムの解析を進めてきた岩淵

が連携することで、知と心の疾患の発症メカニズムに迫るとともに、その治療法の開発を目指す。 

本プロジェクトでは、厚生労働省の医療政策である精神疾患とへき地医療福祉に力点をおいた臨床研究を組

織する。すなわち、①認知症とうつ病という患者数が多く死亡率も高い疾患を対象とし、病態解明のために基礎

医学で見いだされた知見を臨床医学において確認することで知識を統合する。②得られた知見をもとに、妥当性

や再現性のある対象の特定（診断）法を開発する。それらは簡便なスクリーニングから、高度な臨床診断技術ま

でが含まれる。③診断された対象の病態に応じ、実行可能で患者・家族、および医療・福祉・行政等の各分野で

利用でき、効果に満足できるような介入（予防・治療）法を開発する。そのほか、プロジェクトを通じて得られる成果

として、研究のボランティア参加者として本学学生を積極的に勧誘しフィールドワーク体験を通じて人間性豊かな

良医の育成に寄与できる。また、研究内容には心の健康の啓発普及活動として地域広報活動が含まれることか

ら、啓発・広報活動を通じて本学の理念を広く知らしめることができる。 

臨床研究では、能登地域における高齢者の認知症とうつ病の実態把握と包括的な介入・診療・研究拠点の形

成を目指す。すなわち①住民を対象とした心の健康の啓発普及活動、②現地での個別訪問調査による実態把

握、③問題解決のための地域連携構築の３段階の活動を軸に、これらの活動に用いられる妥当性や再現性の高

い認知症やうつ病の病態診断や評価法を開発し、その有用性を検証する。開発の段階では基礎研究で見いだ
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された知見の確認や応用も積極的におこなう。 

基礎研究では、胎生期のマウス脳に様々な遺伝子に対する shRNA を発現させ、遺伝子発現欠損の状態で生

まれてきたマウスの成熟期での行動を解析することにより、認知症単発モデル、うつ病単発モデルまたは併発モ

デルマウスの作製を目指す。さらにこれらのマウスを用いて、神経系の発達障害、とりわけ海馬における神経細

胞死に、血管関連因子の発現異常、DNA 損傷とその修復因子の発現異常が関与していないかを調べるととも

に、発現欠損遺伝子のレスキューにより疾患発症の抑制を試みる。精神神経疾患素因に関する「胎児起源仮説」

によれば、ストレス障害・気分障害は中枢神経系（特に海馬）の発達期にその潜在的基底が構成される。すなわ

ち、ストレス耐性が脆弱な脳が発達期に形成されると、成熟期に至って他の人がコーピング（克服）可能なストレス

であっても耐えられずストレス障害として顕在化し、やがてそれがうつ病など他の病像へと進展していく。この仮説

を、動物実験を用いて検証する。特に、八田らが同定した、母胎間 LIF-ACTH-LIF シグナルリレーを軸とする胎

児大脳皮質形成誘導機構と、母胎免疫亢進による母胎間シグナルリレーの破綻のモデルを用いて検討を行う。

また、神経由来細胞株を用いて、インフルエンザウイルス感染モデルを確立し、主要抗原に対する免疫系のレス

ポンスについて解析を行う。また、神経と血管の相互作用に着目して神経と血管の形成と機能における神経-血

管相互作用の役割を明らかにするとともに、ストレス負荷時やうつ状態のモデルマウスでの脳での遺伝子発現の

変動を解析し、うつや認知症にいたる過程に関与する遺伝子を同定・解析する。 

過疎地高齢者における心の疾患については、認知症の進行が大きな危険因子となっていること、また、逆に認

知症発症に対して心の疾患が増悪因子となっていることが判明している。本研究プロジェクトでは、臨床・基礎研

究が連携して、両種疾患の亣互性について神経生物学的根拠を解明し、新規治療法の手掛かりを得ることをめ

ざす。 

 

（２）研究組織 

（臨床研究） 

・認知症とうつ病の実態調査：川﨑康弘、松田幸久（P・D)、竹本早知子、橋本玲子、上原 隆、大井一高、嶋田

貴充、木原弘晶、新田祐輔、大嶋一彰（以上精神神経科学）。神田享勉、三軒龍昌（以上地域医療学）。森本

茂人、奥野太寿生(大学院生)（以上高齢医学）。石﨑昌夫（衛生学）。 

・内灘町在住高齢者の後方視調査：森本茂人、矢野 浩、入谷 敦、森田卓朗(大学院生)、姫野太郎(大学院

生)、奥野太寿生、大黒正志、小泉由美、岩井邦充（以上高齢医学）。 

・認知症予防因子の研究：神田享勉、三軒龍昌（以上地域医療学）。 

・高齢者の嗅覚･味覚機能の研究：三輪高喜、志賀英明、寺口奏子、山本純平、木下裕子、山田健太郎、能田

拓也、張田雅之（以上耳鼻咽喉科学）、 川﨑康弘、上原 隆、大井一高、嶋田貴充、木原弘晶、新田祐輔、

大嶋一彰（以上精神神経科学）。森本茂人（高齢医学）。 

・心の危機因子に関する研究：北 村 修（法医学）。川﨑康弘、松田幸久、上原 隆、大嶋一彰（以上精神神経

科学）。森本茂人（高齢医学）。 

 

（基礎研究） 

・うつ病・認知症併発モデルマウスの作製：加藤伸郎、田嶋信義、山本亮、王敏(P.D)、鄒敬宇（P.D）（以上生理

学 I）。米倉秀人、池田崇之、吉冨泰央、高辻(齋藤)英仁（以上生化学Ⅱ）。 

・モデルマウスの遺伝子発現：米倉秀人、池田崇之、高辻(齋藤)英仁（以上生化学Ⅱ）。石垣靖人、中村有香、

辰野貴則（以上総合医学研究所）。 

・モデルマウスの神経-血管相互作用解析：米倉秀人、吉冨泰央（以上生化学Ⅱ） 

・母胎間 LIF シグナルリレーの破綻モデルの解析：八田稔久、島田ひろき（以上解剖学Ⅰ）、村木靖（微生物学） 

・母胎間 LIF シグナルリレーにより誘導されるインターニューロン関連遺伝子群の発現解析：八田稔久、島村英

理子（以上解剖学Ⅰ）、東海林博樹（生物学） 
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・脳損傷による認知機能悪化機序の解析：加藤伸郎、田嶋信義、山本 亮、王 敏（以上生理学 I）。石垣靖人、

中村有香、辰野貴則（以上総合医学研究所）。 

・DNA 損傷と神経幹細胞の分化：岩淵邦芳、砂谷優実（以上生化学 I） 

 

（３）研究施設・設備等 

磁気共鳴画像（ＭＲＩ）撮影室１(76.8 ㎡)：機能的磁気共鳴画像用 音・画像刺激提示装置（既設のＭＲＩ装置に

装着し、患者、健常者の別なく週に１例の測定をおこなっている、一例の所要時間は 60 分である） 

脳波測定室(11.42 ㎡)：誘発電位検査装置（既設の脳波記録装置に装着し、患者、健常者の別なく週に１例の測

定をおこなっている、一例の所要時間は 60 分である） 

脳波測定室(11.42 ㎡)：光トポグラフィ装置 ETG-4000（患者、健常者の別なく週に１又は 2 例の測定をおこなっ

ている、一例の所要時間は 30 分である）。 

疾患関連遺伝子解析センター(125 ㎡)：１日平均３人使用、Affymetrix 社 DNA マイクロアレイシステム（１回約 20

時間×月 2 回）、Agilent 社 DNA マイクロアレイシステム（月１回約 20 時間×月 0.6 回）、統合解析ソフトウエア

GeneSpring（１回平均約２時間×月 4 回）、遺伝子関連データベース Ingenuity Pathways Analysis（１回平均約２

時間×月 2 回）。 

内灘町町民ホール：2014 年 12 月 6 日、2015 年 6 月 6 日、高齢者の嗅覚、味覚機能に関する実験を実施した。 
リアルタイム神経活動電位解析室(100 ㎡)：１日平均４人使用、高速高感度タイムラプスシステム（横河電機）（年

間約 1300 時間使用）。 

総合医学研究所脳エソロジー研究室（72.84 ㎡）：行動解析装置（使用者４人、1 日約 3 時間×年間 120 日）。 

生理学 I 研究室（約 236 ㎡）：スライス用電気生理計測セット（使用者 5 人、１回平均約 10 時間×月平均 10 回）、

うつ様行動解析装置（使用者 5 人、1 回平均約 2 時間×月平均１回） 

解剖学 I 研究室（約 105 ㎡）および生物学研究室（約 26 ㎡）：共同利用機器として設置済みである共焦点レーザ

ー顕微鏡 LSM710（Zeiss、使用者延べ 414 人、1 日約 3.5 時間、月平均７回）および Cell Voyager 7000 

(Yokogawa、使用者延べ 177 人、1 日約 5 時間、月平均 5 回)。 

生化学Ⅱ研究室（約 180 ㎡）：使用者４人、クリンベンチ（1 日約4時間×年間250 日）、CO2インキュベーター（終

日×年間 365 日）、P2 対応セイフティ―キャビネット（1 日約 2 時間×年間 180 日）、リアルタイム PCR 装置（1 日

約 3 時間×年間 90 日） 

医学部基礎棟動物飼育室（約 380 ㎡）：使用者４人（1 日約 2 時間×年間 180 日） 

電子顕微鏡施設（約 11 ㎡）：オートファインコーター JFC-1600 （日本電子）(使用者 3 人、月４回程度で 1 回あ

たり 0.5 時間程度)。 

走査電子顕微鏡施設（約 33 ㎡）： S-3400N （日立ハイテク）(使用者 3 人、月 8 回程度で 1 回あたり７時間程度)。 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

（臨床研究） 

住民を対象とした心の健康の啓発普及活動として、内灘町と氷見市において「認知症サポーター養成講座」を

開催するために、内灘町と共催で講師（キャラバンメイト）の養成研修を平成 26 年 6 月に開催し、内灘町職員と

民生委員、金沢医科大学医学部と看護学部の学生および教員、金沢医科大学病院の医師、看護師、事務職員

など、42 名の講師を養成した。同様の研修は平成 27 年 10 月にも、かほく市と共催でおこなわれ 41 名の講師が

養成された。さらに、全国キャラバンメイト連絡協議会の主催する認知症サポーター上級者育成ステップアップ講

座では、講師派遣を依頼されて協力している。なお、「認知症サポーター養成講座」は平成 25 年度より毎年、医

学部 4 年生の講義、看護学部 2 年生の講義に組み込まれており、「キャラバンメイト養成研修」を受講した先輩学

生により、計画され実施されている。＊１「認知症サポーター養成講座」「キャラバンメイト養成研修」「キャラバンメ

イト、スキルアップ研修」による受講者の受講前後の意識変化についての調査をおこない、望ましい研修効果が
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得られることが確認された。平成 27 年 5 月、平成 28 年 1 月、5 月に、医学部生、看護学生及び附属病院職員延

べ 567 名を対象に認知症啓発講演を行った。全体的に認知症患者への関心、関わる際の心理的抵抗感、早期

診断・治療の必要性において意識改善がみられた。看護学生と看護師に着目し啓発効果を比較したところ、看

護学生においてより強い意識改善効果がみられ、認知症患者と関わる機会が尐ないものに対してより強い啓発

効果があることが示唆された。 

氷見市の僻地医療対象地域に居住する 65 歳以上の高齢者を対象とした現地調査が、平成 25、26、27、28 年

の 8 月に二日間かけておこなわれ、平成 26 年には 10 月にも二日間の調査が追加しておこなわれた。調査員は

金沢医科大学医学部と看護学部の学生および教員、金沢医科大学病院の医師、看護師、臨床心理士、作業療

法士、臨床研修医など、延べ 120 名で、調査手技修得のために事前に 6 時間の「キャラバンメイト、スキルアップ

研修」を受けた。延べ 800 戸の訪問調査がおこなわれ 250 例の高齢者住民のデータが収集された。その結果、

＊2 データの欠損や認知症を含む精神疾患患者のデータを除外し分析した結果、認知症の程度は正常〜軽度

が全体の 84％を占めたが、中等度以上を示した対象者が 14％おり、認知症を罹患しているが医療機関を受診

できていない状況にあることが明らかとなった。この原因として、調査対象地域が僻地であること、独居または生

活を共にするものもやはり後期高齢者であることから、医療機関へのアクセスの困難さが考えられた。認知症の境

界兆候、行動・心理症状が強く日常の気分状態と相関し、抑うつ気分、無気力、不安を高める要因であると考え

られた。また、認知機能と認知症の中核症状及び嗅覚機能との関連が見出された。毎回の調査結果は、氷見市

の包括支援センターや氷見市民病院の地域医療センターと情報を共有し医療機関受診等の契機となった。 

金沢医科大学病院では平成 24 年 9 月からうつ状態を呈する対象に身体各種検査（血液検査、神経心理検

査、認知機能検査、嗅覚検査、脳波、光トポグラフィ、ｆ-ＭＲＩを含むＭＲＩ検査）を施行して＊3 包括的な評価を

おこなう「こころの健康検査入院」を開始し、対象者の同意を得て認知症やうつ病の病態を評価できる生物学的

指標の探索をおこなっている。平成 25 年 5 月より地域連携室に認知症診断の窓口を開設し、高齢診療科と神経

科精神科が診断を担当している。＊4診断のための検査としてはＳＰECTとＭＲＩ、および認知機能検査や生活状

況調査をもちいてデータ集積し、予備的検討を随時報告している。また＊5 耳鼻咽喉科、高齢診療科、神経科精

神科では初診患者に同意を得て嗅覚機能検査を（耳鼻咽喉科では味覚機能検査も加えて）実施し、診断との関

連を検討している。各検査はスクリーニングとして有用であること、高齢者では機能低下に気付いていない可能

性が示唆された。問題解決のための地域連携構築の取り組みとして、内灘町および氷見市の包括支援センター

と共同で、地域の医療･福祉機関との連絡会議を開催した。 

60 歳以上の男女 141 名を対象として、嗅覚同定能測定具「Open Essence」、日常のにおいアンケート，嗅覚

VAS を用いて嗅覚機能を，味の素株式会社により考案された，塩味，甘味，うま味を用いる全口腔法ならびに味

覚 VAS を用いて味覚機能を測定した。体組成、握力などの身体測定、食品群別摂取頻度、食欲などのアンケー

トも同時に行った。＊6 その結果、60 歳以上の高齢者では、嗅覚、味覚ともに半数以上が若年成人の正常値より

も有意に低下していることが判明し、それらを高齢者は自覚していないことが判明した。また、嗅覚味覚機能の低

下が、自律高齢者の虚弱と関連する可能性が示唆された。さらに嗅覚味覚機能が低下していても、美味しくため

られる食品を提供することが、食べたい気持ちを向上させ、最終的には虚弱予防につながる可能性が見出され

た。動物実験では，メチマゾールの投与により嗅神経の変性が生じ、変性後の再生が卵巣摘出により遅延し、漢

方製剤の当帰芍薬散の投与で促進されることが判明した。 

＊7 内灘町に在住する高齢者の匿名化生活機能評価基本チェックシートデータ、健康診査データから後に要

支援・要介護状態となった対象を抽出し、初年度の独立有意関与因子につき健常例を対照群として

Cox-Hazard 回帰分析により検討し、幾つかの特徴が予測因子となり得ることを確認した。 

＊8 金沢医科大学における剖検例 134 例の下垂体について病理学組織学的を行い、下垂体疾患を認めた症

例は、非自殺群が 9 例/76 例（同群の 11.8％）、自殺群では 17 例/58 例（同群の 29.3％）であり、自殺群で高い

傾向を示した。また氷見市民病院にて経験された精神疾患の治療歴のない自殺例に対する心理学的剖検がお

こなわれ、自殺に至る心理的な要因についての精神医学的評価がおこなわれた。 
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（基礎研究） 

アルツハイマー病モデルマウス（3xTg-AD モデル）に強制水泳ストレスを与えることにより、うつ状態と認知症を

合併したモデルマウスの作製に成功した。うつ病・アルツハイマー病(AD)両者のモデル動物にて、発症過程での

器質的な共通性を明らかにした。＊12 第一に、抗うつ療法として知られる電気けいれん刺激や経頭蓋磁気刺激

が、AD 治療にも使える可能性を AD モデルマウスで明らかにした。＊13 第二に、AD とうつ病のモデルマウスに

おいて、共通して大脳皮質錐体細胞の BK 型 K+チャンネルが抑制されていることを発見した。第三に、膜皮質の

主要成分であるスフィンゴミエリンとセラミドの構成比異常がうつ病発症と連関し、スフィンゴミエリン合成酵素を一

部ノックアウトするとまたアミロイド β 産生が増強されて AD の増悪化をもたらすことも知られているが、＊14 実際

に SMS2 ノックアウトマウスでは、強ストレス下でのみ認知障害の顕在化することを見出し、うつ・認知症発症連関

に関する新たな視点を提供することができた。 

＊15 アルツハイマー病モデルマウスに、大脳新皮質に限定した微小な脳損傷を与えると、認知症症状が増悪

することを明らかにした。この結果から、大脳皮質の損傷によって発現する何らかの液性因子が、海馬機能に影

響を与えることが示唆された。大脳皮質に損傷を与えた正常コントロールマウスとアルツハイマー病モデルマウス

を用いて、それぞれの海馬より全ＲＮＡを抽出しトランスクリプトーム解析行ったところ、野生型に比べてアルツハ

イマー病モデルマウスで、損傷によって 1.5 倍以上の発現変動を示す遺伝子が十数個存在することを明らかにし

た。 

野性型マウスを用いて、＊16 強制水泳によるストレスを負荷した「うつモデルマウス」を作製し、脳海馬における

トランスクリプトーム解析行った。その結果、うつ状態マウスで発現に変動のみられる遺伝子を複数個見出し、そ

れら遺伝子が海馬神経細胞で発現していることをウエスタンブロット法および免疫組織染色で確認した。また、 

＊17 神経細胞と血管細胞の相互作用の実態を解明するため、ヒト初代培養血管内皮細胞とマウス後根神経節

初代培養細胞との共培養系を用いて神経-血管相互作用により血管内皮細胞で発現誘導される遺伝子として

JunB を見出し、組織への shRNA 発現レンチウイルス注入法による遺伝子ノックダウンにより、その機能を明らかに

した。 

＊18 胎盤を介した母体からの LIF 刺激が母-胎児間 LIF-ACTH-LIF シグナルリレー （母胎間 LIF シグナルリ

レー）を介して、胎児大脳及び造血系の発生において重要な役割を演じていることを明らかにしてきた。LIF シグ

ナルは高度の炎症により影響を受ける可能性があることから、炎症性疾患に罹患した母体環境の胎児大脳発達

に及ぼす影響について解析を行った。擬似インフルエンザウイルスである Poly:IC を妊娠母体に投与し、母胎間

LIF シグナルリレーに及ぼす影響を調べたところ、母体 Interleukin 6 (IL-6)レベルは著しく亢進するが、LIF レベ

ルは Poly:IC 高用量投与により低下することが明らかとなった。さらに、Poly：IC 高用量投与によって、胎盤におけ

る STAT３のリン酸化と Pomc mRNA の発現および、胎児末梢血中の ACTH レベルがいずれも低下した。

JAK/STAT3 経路の抑制は、この経路を抑制する SOCS3 発現の亢進によることが分かった。さらに、Poly:ＩＣ投与

群では胎児大脳における分裂細胞数の減尐がみられた。以上より、＊19 母体免疫亢進では、母胎間 LIF シグナ

ルリレーの断絶が起こり、胎児脳の発生が影響を受けることが明らかとなった。 

また、母胎間 LIF シグナルリレーにおいて、胎盤はハブ器官として重要な役割を演じている。免疫調節機能を

有することが知られる＊20 ガレクチンファミリー分子によるオートファジー調節機構が、胎盤形成において重要な

役割を演じていることを明らかにした。モデルマウスの脳全体におけるインターニューロンの分布状況を非破壊に

て解析する目的で、脳の組織透明化技術の開発を行った。その結果、＊21 通常の単光子共焦点レーザー顕微

鏡でも 2 ㎜以上の深部観察が可能となる、非常に高性能な透明化プロトコルが完成した。共焦点レーザー顕微

鏡あるいは二光子顕微鏡と独自の脳透明化技術を組み合わせることで、脳全体を単一ニューロンレベルでスクリ

ーニング可能な解析系のプロトタイプを確立することができた。さらに、DNA マイクロアレイ解析により、妊娠母体

に LIF を投与すると、胎児大脳において、インターニューロン（GABA ニューロン）産生促進に重要とされる複数の

遺伝子（Dlx1, Dlx2, Dlx5, Dlx6, Nkx2.1, Lhx6, Lhx8, Sox8 等）の発現が亢進することが分かった。こうした遺伝子

発現変化について、リアルタイム PCR 法による確認を行うとともに、細胞レベルでの観察を可能にすべく、ホール
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マウント in situ ハイブリダイゼーション法による検出系を構築した。 

一方、様々な神経由来細胞株（C1300 細胞(neuroblastoma)、G26-20 細胞(glioma)、OS-3 細胞(グリア細胞)）

に 、 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス （ A/Aichi/2/68(H3N2) 、 強 毒 株 A/Norway(H1N1prm2009) 、 弱 毒 株

A/Osaka(H1N1prm2009)）を感染させると、肺細胞を用いた場合と同様、強毒株 A/Norway と弱毒株 A/Osaka

で、細胞内でのウイルス増殖に違いがあることを明らかにした。さらに、＊22 インフルエンザウイルスの主要な抗

原に対する単クローン抗体が宿主のタンパクに亣差反応することを見出した。インフルエンザに感染した個体内

でこの抗体が宿主抗原と反応し、分子相同性に基づく疾患を引き起こす可能性がある。そこでこの抗体が認識

する線状エピトープのアミノ酸配列を決定した。＊23 ヒト由来の培養細胞とマウス由来の臓器を対象として、質量

分析法を用いてこの抗体と反応するタンパクを同定した。＊24 インフルエンザウイルスの増殖能を規定する要因

にウイルスエンベロープに存在するイオンチャネル蛋白が関与することを明らかにした。 

RNA 結合因子 RBM8A は、マウス中枢神経系の発達に必要であり、遺伝子発現の欠損は小頭症を誘発する。

＊25RBM8A の細胞でのノックダウンがアポトーシスを誘導すること、中心体の数的な異常を引き起こすことを明ら

かにした。さらに、RBM8A の 166 および 168 番目の２つのセリンがリン酸化されること、またリン酸化部位の変異体

は、通常の核スペックルへの局在が失われることを示した。 

＊26 細胞より分泌されるエキソソームが疾患のバイオマーカーとして注目されている現状から、血清からのエキソ

ソームの解析手法の確立を行った。その結果、エキソソーム画分からの RNA 抽出を行いマイクロアレイ解析が可

能となった。一方、エキソソームの同定を簡便にするために走査型電子顕微鏡による粒子解析を行った。 

ストレス性うつ病では、神経細胞内の活性酸素種上昇により DNA 損傷が発生する可能性が示唆されている。ヒ

ト神経幹細胞株 ReNcell VM 細胞を、活性酸素発生源である過酸化水素添加下で培養すると、DNA 二重鎖切断

が出現し、同時に幹細胞がニューロン並びにアストログリアに分化した。DNA 二重鎖切断部位に結合しこれを修

復する蛋白質である 53BP1 の発現を抑制すると、活性酸素種による DNA 二重鎖切断数がさらに増加した。一

方、＊27 幹細胞性を維持する培地で培養している幹細胞で 53BP1 の発現を抑制すると、過酸化水素を添加して

いないにも関わらず DNA 二重鎖切断の増加がみられ、さらに幹細胞が分化した。53BP1 による幹細胞の分化

は、53BP1 の DNA 結合能とは関連がないものの、DNA 損傷に対する細胞応答である、チェックポイント経路の作

動が関与していた。DNA 損傷修復異常が神経幹細胞の枯渇を引き起こす可能性が示唆された。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

（臨床研究） 

氷見市の僻地医療対象地域に居住する 65 歳以上の高齢者を対象とした現地調査が、平成 25、26、27、28 年

の 8 月に二日間かけて、平成 26 年には 10 月にも二日間の調査がおこなわれた。現地調査に関する新聞報道を

資料 1 に示した。調査員は金沢医科大学医学部と看護学部の学生および教員、金沢医科大学病院の医師、看

護師、臨床心理士、作業療法士、臨床研修医など、延べ 120 名で、調査手技修得のために事前に 6 時間の「キ

ャラバンメイト、スキルアップ研修」を受けた。延べ 800 戸の訪問調査がおこなわれ 300 例の高齢者住民のデータ

が収集された。その結果、対象高齢者の認知症の程度は境界域から軽度であり、生活障害度、認知機能、嗅覚

機能の成績には関連が見られた。毎回の調査結果は、氷見市の包括支援センターや氷見市民病院の地域医療

センターと情報を共有し医療機関受診等の契機となった。 

Open Essence による嗅覚スクリーニングおよび全口腔法による味覚スクリーニングは，嗅覚，味覚機能を評価

するうえで有効な方法であることが判明した。また，高齢者は自身の感覚機能の低下に気づいていない可能性

があること、更年期の女性では嗅覚の再生が衰えることが示唆された。 

＊9 内灘町における平成 20 年度の匿名化生活機能評価基本チェックシートデータ、健康診査データを有する

地域在住高齢者 1,078 名のうち、平成 24 年度末まで 5 年間に 53 例が死亡し、また 135 名が要支援・要介護認

定を受けた。このうち主治医意見書の第一病名より 32 名の認知症による要支援・要介護状態を特定し、この群に

対する初年度の独立有意関与因子につき 5 年間健常例 905 名を対照群として、年齢、性、有意傾向（p<0.20）を
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示す付加的質問項目、既往疾患、合併症で補正した Cox-Hazard 回帰分析により検討した。＊10 地域在住高齢

者 1,078 名のうち, 心電図異常有り群 408 例では心電図異常無し群 670 例に比し初回要支援・要介護認と死亡

ともに有意に高率であり、またサブクラス解析では心疾患既往が無い不整脈および ST/T 異常が認知症による認

定と独立有意に関連していた。＊11 また 1,078 例のうち糖尿病治療例 184 例において 5 年間に 42 例が要支援・

要介護認定を受け、13 例が死亡したが、認定率は HbA1c 6.5-7.0%群で底値を示し、この群に比し HbA1c <6.0%

群で有意に高率であり、また主治医意見書の第一病名が認知症とされた 13 例で、HbA1c >6.0%群を対照群とす

ると, HbA1c <6.0%群で認知症による認定が有意に高率であった。 

（基礎研究） 

アルツハイマー病とうつ病の発症において共通点があるのでないかとの当初の着想に基づき、アルツハイマー

病モデルマウスに強制水泳を行わせることでうつ病状態を作り出し、臨床的にしばしばみられるアルツハイマー

病とうつ病を合併したモデルマウスの作製に成功した。このマウスを用いて、①抗うつ療法がアルツハイマー病に

効果がある、②両疾患に共通の K+チャンネル異常が存在する、③うつ病にみられる細胞膜リン脂質の組成異常

がアルツハイマー病の原因となるアミロイド β 産生を亢進するなど、両疾患に共通する点を見出せたことが最も

優れた成果である。この成果は、うつ・認知症関連疾患の病態と治療に対して新たな視点を与えるものと期待さ

れる。 

 うつ状態マウス脳での遺伝子発現パターンの変化を初めて明らかにした点、神経と血管の相互作用が互い

の組織構築に重要であることを in vivo で明らかにした点も重要な成果である。この研究過程で確立された、組織

へ shRNA 発現レンチウイルスを注入することで簡便に組織特異的に遺伝子ノックダウンを行う方法は、今後様々

な研究に応用が可能であると予想される。 

 妊娠期の母体に与えられた病的刺激が、母胎間 LIF シグナルリレーの破たんを引き起こし、胎児脳の形成を

障害することが、インフルエンザ感染を擬した疑似二本鎖 RNA の母体への注入実験で明らかになった。この成

果は、インフルエンザの流行年に誕生した児において、将来自閉症スペクトラム障害を発症する確率が有意に高

いという所見と合致しており、臨床的な意義が大きい。この研究の過程で開発された、脳組織の透明化技術は、

共焦点レーザー顕微鏡あるいは二光子顕微鏡と組み合わせることで、脳全体における遺伝子発現状態を単一

ニューロンレベルで解析することを可能にし、今後の応用が期待される。 

 RNA 結合タンパク質や DNA 損傷修復タンパク質が、脳の発生に関与していることは以前から知られている

が、新たに RBM8A、53BP1 が、脳の発生や神経幹細胞の維持に関与していることが明らかになった。 

患者や、モデルマウスから採取された尿、血液は、多くのエクソソームを含んでおり、その解析は、疾患の診

断、治療法の開発に大きな知見を与えることが予想される。本研究の過程で、走査型電子顕微鏡による粒子解

析で、従来の透過型電子顕微鏡によるものと同程度の精度で、しかもより簡便にエキソソームを同定する技術を

開発した。これも、今後の応用が期待される。 

 

＜課題となった点＞ 

（臨床研究） 

僻地高齢者の現地調査では、対象集団の特徴を定量的に観察評価できるまでの症例数を得ることは困難で

あるため、質的研究や症例研究の手法をもちいる必要がある。高齢者の病態と関連する生物学的な特徴を科学

的に抽出するために、金沢医科大学病院と氷見市民病院を受診する高齢者を対象に臨床研究をおこなってい

るが、地域連携を強化しながら対象の収集に努め、調査や診療連携に使用している指標に加えて、病態を評価

する高度な医学的検査も施行する。 

Open Essence による嗅覚スクリーニング検査では、耳鼻咽喉科における予備的検討では対象者数が尐なく十

分な検討が行われなかったため、高齢診療科と神経科精神科においても検査を実施し、対象を増やすことによ

り，嗅覚，味覚機能が栄養状態，精神運動機能の変化に影響を及ぼすか否か判定を試みている。 

（基礎研究） 
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当初、shRNA 発現レンチウイルスを、精子へ注入し遺伝子発現欠損マウスを作製する、あるいは脳局所へ注

入し部位特異的な遺伝子発現欠損マウスを作製する予定であった。しかしながら、これらの試みが成功せず、使

用したモデルマウスは、既知のモデルの組み合わせであったり、偶発的に見出された発症連関モデルにとどまっ

た。研究課題に掲げた「発生工学的手法による認知症・うつ病モデルマウス群の網羅的開発」という点では不十

分であり、これが最大の課題である。またアルツハイマー病とうつ病の合併モデルマウスの作製において、うつ状

態の誘導を強制水泳法だけに頼っていた点が問題である。特定の遺伝子発現抑制も含めた、他の方法によるう

つ病の作製を検討すべきであった。 

研究の進捗により、様々な新たな課題も見出された。うつ病モデルマウスで発現変動する遺伝子を同定した

が、脳での部位特異的・時期特異的な遺伝子発現抑制法が未だ確立しておらず、それらの遺伝子のうつ病発症

における役割を明らかにするまでには至らなかった。また、様々な遺伝子発現を脳全体で定量化するにあたり、

従来の in situ ハイブリダイゼーション法では難しいことが判明した。現在新たに、脳全体を用いて、蛍光標識で遺

伝子発現を定量化する方法を開発中である。RBM8A リン酸化部位の同定には成功したが、キナーゼは未だに

明らかにできなかった。53BP1 欠損による神経幹細胞の分化が、in vivo で見られるかどうかまでは調べる事がで

きなかった。 

走査型電子顕微鏡を用いた、より簡便な新たなエキソソーム観察法の確立には成功したが、さらに簡便に短

時間でエキソソームを観察することができると予想される、イオン液体法によるエキソソーム観察法については、ア

ーチファクトを解消できなかった、適切なサンプル調製法を確立できなかったなどの理由で、未完である。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

毎年度末に、学内向けの報告書を作製するとともに、学内で公開の成果報告会を開催し、学内研究者からの

評価や意見を聞いてきた。それらの意見に基づき、グループ内外の研究者間での共同研究が進展した。また、

研究期間内に、shRNA 発現レンチウイルス注入による組織特異的に遺伝子ノックダウン法、全脳解析を目的とす

る脳組織透明化技術、走査型電子顕微鏡を用いたより簡便なエキソソーム観察法など、様々な新たな技術が開

発された。これらの方法は、グループ内外の研究者に公開され、利用できる状態となっている。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

毎年度初めに前年度の成果報告会を開催し（研究成果発表及び公開シンポジウムの項を参照）、プロジェクト

メンバーではない学内研究者の意見を聞く場を設け、その意見を翌年度の研究に反映させた。しかしながら、外

部評価機構の整備については不十分であった点は否めない。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

（臨床研究） 

 引き続き能登地域における高齢者の認知症とうつ病の実態把握と包括的な介入・診療・研究拠点の形成をめ

ざす。すなわち①住民を対象とした心の健康の啓発普及活動：内灘町、氷見市において「認知症サポーター養

成講座」を開催する、②現地での個別訪問調査による実態把握：これまでの対象者の追跡をおこなうとともに、新

たな対象者を得るために調査地域や調査回数を増やす、③問題解決のための地域連携構築の３段階の活動を

継続する。妥当性や再現性の高い認知症やうつ病の病態診断や評価法を開発し、これらの活動に用いること

で、その有用性を検証する。開発の段階では基礎研究で見いだされた知見の確認や応用も積極的におこなう。 

 金沢医科大学病院内に認知症センターが開設され、高齢医学科と神経科精神科が中心となり診療活動を開

始している。主な活動としては①専任スタッフ（医師、看護師、臨床心理士、ソーシャルワーカー）による診療体

制、②MRI、SPECT を用いた画像診断の活用、③NCGG－FAT（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ開発）を用いた軽度

認知機能障害（MCI）の早期発見、④予防への取り組み（認知症予防教室の開催、MCI スクリーニング検査の導

入）、⑤地域医療機関との連携を重視した診療（認知症連携シートを活用した情報共有への取り組み）、などが
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おこなわれる。 

（基礎研究） 

細胞膜リン脂質の組成異常が、うつ病、アルツハイマー病の両者に関与しているという発見は非常に興味深

い。両疾患に対する細胞膜リン脂質代謝の関与をさらに明らかにするために、スフィンゴミエリン合成酵素を一部

欠損ではなく全部欠損したマウスモデル、およびアルツハイマー病マウスにおいて同合成酵素を遺伝的に欠損

させたマウスを現在作成中であり、これらを新規のうつ病・アルツハイマー病の発症連関モデルとして使った研究

を推進する。リン脂質代謝を標的とした、新たな治療法の開発につながることが期待される。 

うつ病モデルマウスで発現が変動する遺伝子を同定した。これらの遺伝子を、脳の部位特異的・時期特異的

に発現抑制することで、これらの遺伝子のうつ病発症における役割を明らかにしていく。また、これらの遺伝子の

発現がアルツハイマー病モデルマウスで変動しているか否かも調べる。うつ病、アルツハイマー病の診断に有用

な遺伝子を見出せる可能性がある。 

妊娠時母体の炎症による胎児脳形成障害研究では、疑似二本鎖ＲＮＡではなく、インフルエンザウイルスその

ものを妊娠母体に感染させて、胎児脳形成について調べる。妊娠母体のウイルス感染に伴う炎症の程度と胎児

脳形成障害の関連性を明らかにすることは、母体炎症性マーカーを用いた胎児脳発育の予後を予測する技術

の開発につながる。これは同時に、妊娠母体管理の指標としても有用である。インターニューロンのサブタイプレ

ベルでの詳細な影響の検索においては、通常の組織切片の解析だけでは断片的な解析に陥る可能性があるた

め、非破壊にて脳全体を解析する方法論の導入が必要であると考えられた。これに対して、全脳解析を目的とす

る脳組織透明化技術の新規開発を進め、脳全体を非破壊にて単一ニューロンレベルで高速スクリーニング可能

なシステムの完成を目指す。 

脳の発生に関与する可能性のある新たな遺伝子として RBM8A、53BP1 が見出された。今後、RBM8A リン酸化

が脳発生に及ぼす影響、53BP1 の神経幹細胞における機能を、RBM8A 遺伝子ノックインマウスや、53BP1 欠損

マウスを用いて明らかにしていく。小頭症や失調性疾患の発症に対する新たな知見につながることが期待され

る。 

患者血清や、モデルマウスの脳を用いたトランスクリプトーム解析、エクソソーム解析は、アルツハイマー病、う

つ病、それぞれに対する新たな診断マーカーの発見に繋がることが期待される。また、これらの診断マーカー

は、アルツハイマー病、うつ病、およびその合併例の鑑別診断に役立つ可能性がある。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

以下の特許を取得した。 

 

名称；METHOD FOR ENUCLEATING NUCLEATED ERYTHROCYTE, 

 AND ENUCLEATION INDUCER 

特許番号；9,290,737B2 

登録日；2016 年 3 月 22 日 

発明者；Toshihisa Hatta 

権利者；Kanazawa Medical University 

種類；特許 

状態；権利化済 

 

名称：Kit for producing cleared biological specimens and method for producing cleared biological specimens （透

明化生物標本作製用キット及び透明化生物標本作製方法 

発明者：八田稔久、内芝舞実、東 伸明、島田ひろき、島村英理子 

権利者：学校法人 金沢医科大学 
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種類：特許権 

当所受理番号：Ｆ15590Ｈ/ＵＳ 

国際出願番号：PCT/JP2013/079388 

番号：14/439.447  

公開番号：US-2015-0285718-A1 

公開日：2015 年 10 月 8 日 

国内外の別：外国（米国） 

 

名称：Kit for producing cleared biological specimens and method for producing cleared biological specimens （透

明化生物標本作製用キット及び透明化生物標本作製方法 

発明者：八田稔久、内芝舞実、東 伸明、島田ひろき、島村英理子 

権利者：学校法人 金沢医科大学 

種類：特許権 

当所受理番号：Ｆ15590Ｈ/ＥＰ 

国際出願番号：PCT/JP2013/079388 

番号：13850135.8 

公開番号：2926658 

公開日：2015 年 10 月 7 日 

国内外の別：外国（ＥＰ） 

 

名称：赤芽球の脱核方法及び脱核赤血球 

発明者：八田稔久，島村英理子，島田ひろき，仲島百合子 

権利者：学校法人 金沢医科大学 

種類：特許権 

番号：PCT/JP2014/62205 号 

出願年月日：2014 年 5 月 6 日 

国内外の別：外国 

 

名称：赤芽球の脱核方法及び脱核赤血球の維持方法 

発明者：八田稔久、島村英理子、 

権利者：学校法人 金沢医科大学 

種類：特許権 

番号：特願 2013-097312 

出願年月日： 2013 年 5 月 7 日 

国内外の別： 国内（日本国移行） 

 

名称：透明化生物標本作製用キット及び透明化生物標本作製方法 

発明者：八田稔久、内芝舞実、東 伸明、島田ひろき、島村英理子 

権利者：学校法人 金沢医科大学 

種類：特許権 

番号：PCT/JP2013/079388    

出願年月日： 2013 年 10 月 30 日 

国内外の別： 外国 
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名称：透明化生物標本作製方法及び透明化生物標本作製用キット 

発明者：八田稔久、内芝舞実、東 伸明、島村英理子、島田ひろき 

権利者：学校法人 金沢医科大学 

種類：特許権 

番号：特願 2012-239465 

出願年月日：2012 年 10 月 30 日 

国内外の別：国内 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  僻地医療           （２）  高齢者医療         （３）  嗅覚機能          

（４） アルツハイマー病       （５）  うつ病             （６）  胎児起源仮説                

（７） インフルエンザウイルス    （８）  トランスクリプトーム     

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

平成２６年１０月１８日に金沢市の北國新聞ホールにおいて市民公開セミナーがおこなわれ、国立病院機構東

京医療センター総合内科医長の本田美和子氏により「ユマニチュード」をテーマに特別講演がおこなわれたほ

か、金沢医科大学の岩井邦充教授より高齢医学からみた認知症ケアの講演、精神神経科学の川﨑康弘教授に

より「お年寄りを地域でささえるとは？」と題して本研究事業の概要が解説された（＊1、＊2）。内容を紹介した新

聞報道を資料 2 として添付した。 

平成２９年２月１２日にホテル日航金沢において市民公開講座が開催され、一般市民や医療福祉関係者１８４

名が参加し、認知症について知っておくべき知識についての講演がおこなわれた。神田享勉学長による開会の

挨拶ののち、精神神経科学の川﨑康弘教授は「認知症を知り、認知症と生きる」と題して事業の概要を述べ、こ

れまでの活動が報告された。さらにスタッフらによる寸劇を亣え、患者への対応の基本は「驚かせない」「急がせ

ない」「自尊心を傷つけない」の３点が重要だと指摘した。続いて生理学Ⅰの加藤伸郎教授から「アルツハイマー

予防の話『運動・ドリル・食事の次はこれ！』」と題して、動物を用いた研究から見いだされた予防に役立つ諸知

識が紹介され、光刺激による認知症発症予防の可能性から、ヒトを対象とした研究に着手していることが報告さ

れた。最後に高齢医学の入谷敦講師からは「予防を中心とした認知症診療」と題して、来年度に竣工する金沢医

科大学病院中央診療棟にて本格的な活動を開始する金沢医科大学認知症センターが紹介された（＊1, ＊2, 

＊7）。内容を紹介した新聞報道を資料 3 として添付した。 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
  特になし。 
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１４ その他の研究成果等 

氷見市の僻地医療対象地域に居住する高齢者を対象とした現地調査の取り組みは、平成 28年 1 月、全

国キャラバンメイト連絡協議会より学生サポーターを養成するサポーター講座展開事例として、平成 27

年度の表彰を受けた。「自治体と連携し、へき地での調査および啓発活動を行い、早期発見、予防のため

のシステムの構築を図っている」点において、「医療を学ぶ学生の実践的学習と地域の認知症予防が有機

的に機能する画期的な事業である」との評価を受け、全国 26 件の応募の中から選ばれた（＊1, ＊2）。 

受賞の様子等は全国キャラバンメイト連絡協議会のホームページから閲覧可能である。 

（http://www.caravanmate.com/reportlist/） 

本研究により特定職員として雇用された松田幸久氏が、氷見市の僻地医療対象地域に居住する高齢者を対

象とした現地調査の取り組みにより、平成 27 年の第 5 回杉浦地域医療振興助成に採択された。採択されたテー

マは「認知症スクリーニング調査と地域・医療・行政の包括的クリティカルパスの構築」である。受賞の様子は杉浦

記念財団のホームページから閲覧可能である（http://sugi-zaidan.jp/assist_decoration/index.html）（＊1、＊

2）。報告書を資料 4 として添付した。 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
該当なし。 

 

 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
 該当なし。 

 

 

 

 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
 外部評価体制を整え、適切な時期におこなっていただきたい。 

 

 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

毎年度初めに前年度の成果報告会を開催し（研究成果発表及び公開シンポジウムの項を参照）、プロジェクト

メンバーではない学内研究者の意見を聞く場を設け、その意見を翌年度の研究に反映させた。しかしながら、外

部評価機構の整備については不十分であった点は否めない。 

 本戦略プロジェクトとは別途に、平成 28 年度より研究ブランディング事業が採択されたが、これに対しては学外

者６名を含んだ外部評価委員会が設置された。外部評価委員には石川県庁と金沢市の産学官連携担当者が含

まれていたこともあり、本戦略プロジェクトにおいて実施された内灘町と本学の提携に基づく健康管理データの有

効活用についても議論がなされた。その際、今後展開される研究ブランディング事業において、さらに地域貢献

を進めるうえで、本戦略プロジェクトの成果が有効活用できる可能性があるとの評価を受けた。 
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１７ （千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
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解析センター
24 125㎡ 3

平均
３人/日

7,774

私学助成

補助主体

4時間/日

4時間/月 私学助成

私学助成

補助主体

25,130

画像提示装置
（900001）
音刺激提示装置
（900003）

一式
ｆ-MRI用音・画像刺激
提示装置

24

3.5時間/月光トポグラフィ装置 20
ETC-4000
（日立メディコ）

一式

16,590 11,060

37,695

一式

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

24
高速高感度タイムラプ
スシステム

0

24,937

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

CSUSYS-UKM-
SP09

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

補助金額

49,875

事業経費施　設　の　名　称

（情報処理関係設備）

事業経費

（研究設備）

整備年度

研究施設面積

私学助成24 100㎡ 3
平均

４人/日
8,815 4,407

リアルタイム神経活動
電位解析室



（様式2）

171003法人番号
プロジェクト番号 S1201022

１８ 研究費の支出状況
（千円）

  平成 年度

１８ 研究費の支出状況
（研究テーマ2：発生工学的手法による認知症・うつ病モデルマウス群の網羅的開発 （千円）

  平成 年度

1,232

1,232

学内１人（初年度：Ｈ２４．１２．１採用）

出張旅費
作業委託
実験衣クリーニング

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
誘発電位検査装置、ポータブル蛍光LED顕微鏡

（研究テーマ1：へき地高齢化社会における心の健康医療システム構築に関する研究）

1,232

ポスト・ドクター 給与1,232

0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

積　　算　　内　　訳

計

計

4,147

4,147 研究用機器

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

4,147

4,147

3,815

クリーニング代 8

3,815

46
委託料

8

賃借費
0

旅費
29

168
46

315

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
実験用器具、データ解析用ソフト、その他
複写機リース

支　出　額

実験研究

計

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

　　　　被服費　　　　
報酬・委託料

コピー代

小  科  目
主　な　使　途

消耗品費
315

印刷費
0

金　　額

3,249

研究支援推進経費

3,249

賃借料

168

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

29

24

計

通信運搬費

年　　　度

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,312 実験研究 4,312 実験用器具、実験用試薬、その他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 2 郵便費 2 郵便代

印刷製本費 0 0

旅費交通費 51 旅費 51 出張旅費

報酬・委託料 51 委託費 51 作業委託

　　　　　　　　修繕費　　　　　　　 224 機器修理 224 製氷機、冷蔵庫修理他

計 4,640 4,640

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 357 研究用機器 357 顕微鏡デジタルカメラ

図　　　　書
計 357 357

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0 0



（様式2）

171003法人番号
プロジェクト番号 S1201022

１８ 研究費の支出状況
（千円）

  平成 年度

１８ 研究費の支出状況
（千円）

  平成 年度

支　出　額
積　　算　　内　　訳

年　　　度 25
（研究テーマ1：へき地高齢化社会における心の健康医療システム機構に関する研究）

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,315 実験研究 2,315 実験用器具、データ解析用ソフト、その他

小  科  目

光　熱　水　費 506 燃料費、水道料、電気料 506 燃料費、水道料、電気料

新聞雑誌費 235 書籍 235 電子書籍　雑誌

印刷製本費 0 0

旅費交通費 472 旅費 472 出張旅費

報酬・委託料 112 支払報酬 112 講師謝金、その他

（修繕費） 57 機器修理 57 パソコン修理

計 3,697 3,697

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,449 研究用機器 1,449 ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙﾌﾘｰｻﾞｰ、専用ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀMac Pro

図　　　　書
計 1,449 1,449

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター
3,717 給与 3,717

学内1人（初年度：H24．12.1採用、2年目：H25.4.1継
続採用）

研究支援推進経費

計 3,717 3,717

年　　　度 25
（研究テーマ2：発生工学的手法による認知症・うつ病モデルマウス群の網羅的開発）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,178 実験研究 4,178 実験用器具、実験用試薬、その他

光　熱　水　費 500 燃料費、水道料、電気料 500 燃料費、水道料、電気料

通信運搬費 13 郵便代 13 郵便代

印刷製本費 0 0

旅費交通費 116 旅費 116 出張旅費

報酬・委託料 52 委託費 52 作業委託

修繕費 9 機器修理 9 ピペットマン修理

計 4,868 4,868

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 330 研究用機器 330 テーブルトップ冷却遠心機

図　　　　書
計 330 330

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 2,012 給与 2,012 外国1人（初年度：H25.4.1採用）

研究支援推進経費

計 2,012 2,012



（様式2）

171003法人番号
プロジェクト番号 S1201022

１８ 研究費の支出状況
（千円）

  平成 年度

１８ 研究費の支出状況
（千円）

  平成 年度

報酬・委託料
(新聞雑誌費) 83 雑誌購入

（兼務職員）

83
0

3,025

年　　　度 26
（研究テーマ1：へき地高齢化社会における心の健康医療システム構築に関する研究）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

電話料 7 電話料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,459 実験研究 1,459 実験用品、試薬、その他

旅費 216 学会旅費、研修会旅費

光　熱　水　費 539 燃料費、水道料、電気料 539 燃料費、水道料、電気料

通信運搬費 7

雑誌代

印刷製本費 610 講演会 610 講演会プログラム、ポスター

旅費交通費
0

216

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

計 3,025

教育研究経費支出
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,303 研究用機器 2,303 マイクロプレートリーダー、電気刺激装置1チャンネルＤＣ

図　　　　書
計 2,303 2,303

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 4,838 4,838
学内1人（初年度：H24．12.1採用、2年目：H25.4.1継続採
用、3年目：H26.4.1継続採用）

年　　　度

研究支援推進経費

計 4,838

（研究テーマ2：発生工学的手法による認知症・うつ病モデルマウス群の網羅的開発）

4,838

リサーチ・アシスタント

実験用品、試薬、その他

26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

通信運搬費 276 送料、電話料 276 送料、電話料

消　耗　品　費 4,555 実験研究 4,555

旅費交通費 166 旅費 166 出張旅費

光　熱　水　費 533 燃料費、水道料、電気料 533 燃料費、水道料、電気料

報酬・委託料 6 委託費 6 英文校正料

印刷製本費 0 0

計 5,536 5,536

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 1,957 1,957 外国1人（初年度：H25.4.1採用、2年目：H26.4.1継続採用）

研究支援推進経費

計 1,957 1,957

(被服費) 111 被服購入 111 白衣、マスク、その他



（様式2）

171003法人番号
プロジェクト番号 S1201022

１８ 研究費の支出状況
（研究テーマ1：へき地高齢化社会における心の健康医療システム構築に関する研究） （千円）

  平成 年度

１８ 研究費の支出状況
（研究テーマ2：発生工学的手法による認知症・うつ病モデルマウス群の網羅的開発） （千円）

  平成 年度

751 パート職員賃金 751 時給　1,000円　年間時間数　　751時間　実人数　1人

（雑費） 14 参加費 14 学会参加費

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,616 実験研究 1,616 実験用品、試薬、その他

光　熱　水　費 317 燃料費、水道料、電気料 317 燃料費、水道料、電気料

通信運搬費 6 電話料 6 電話料

印刷製本費 511 コピー料金 511 コピー料金

旅費交通費 424 旅費 424 出張旅費

報酬・委託料 391 委託費 391 作業委託、英文校正料

（雑費） 111 参加費 111 学会参加費

計 3,415 3,415

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 751 751

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 604 604 ビデオスコープデジタルメディカルスコープ　DS-10　VersaCam

図　　　　書
計 604 604

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 4,892 4,892
学内1人（初年度：H24．12.1採用、2年目：H25.4.1継続採
用、3年目：H26.4.1継続採用、4年目：H27.4.1継続採用）

研究支援推進経費

計 4,892 4,892

年　　　度 27

実験用品、試薬、その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 12 電話料、宅配料 12 電話料、宅配料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,616 実験研究 6,616

旅費交通費 244 旅費 244 出張旅費

光　熱　水　費 513 燃料費、水道料、電気料 513 燃料費、水道料、電気料

報酬・委託料 5 委託費 5 論文校正料

（被服費） 13 被服購入 13 白衣

計 7,417 7,417

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 302 302 インキュベーターHB-80

図　　　　書
計 302 302

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

（新聞雑誌費） 39 雑誌購入 39 雑誌代



（様式2）

171003法人番号
プロジェクト番号 S1201022

１８ 研究費の支出状況
（研究テーマ1：へき地高齢化社会における心の健康医療システム構築に関する研究） （千円）

  平成 年度

１８ 研究費の支出状況
（研究テーマ2：発生工学的手法による認知症・うつ病モデルマウス群の網羅的開発） （千円）

  平成 年度

807 807パート職員賃金 時給　1,000円　年間時間数　　807時間　実人数　1人

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

12 電話料、宅配料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,072 実験研究 2,072 実験用品、試薬、その他

668 市民公開講座会場費

光　熱　水　費 330 燃料費、水道料、電気料 330 燃料費、水道料、電気料

通信運搬費 12 電話料、宅配料

638 作業委託、英文校正料

印刷製本費 332 印刷費 332 コピー代、ポスター代

賃借料 668 会場費

計 4,201 4,201

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 807 807

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 324 研究用備品 324 超音波発生装置微量超音波ホモジナイザー　Ｑ５５

図　　　　書
計 324 324

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 2,045 2,045
学内1人（初年度：H24．12.1採用、2年目：H25.4.1継続採
用、3年目：H26.4継続採用、4年目：H27.4継続採用、5年
目：H28.4継続採用）

研究支援推進経費

計 2,045 2,045

年　　　度 28

実験用品、試薬、その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 25 電話料、宅配料 25 電話料、宅配料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,210 実験研究 6,210

報酬・委託料 26 委託費 26 作業委託

光　熱　水　費 462 燃料費、水道料、電気料 462 燃料費、水道料、電気料

（雑費） 8 参加費 8 学会参加費

旅費交通費 102 旅費 102 出張旅費

計 6,835 6,835

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 631 研究用備品 631 プリンター3Dプリンター　FORMLABS FORM2　BRULE Inc社

図　　　　書
計 631 631

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0 0

ポスト・ドクター

62

（新聞雑誌費） 87 雑誌購入
講師謝金、振込手数料

報酬・委託料 638 委託費

（支払報酬手数料） 2 振込手数料 2 振込手数料

62 研究会講師謝金、振込手数料
87 ハンドブック購入費

（支払報酬手数料）


